
両
角　

高
市
政
権
は
食
料
自

給
率
１
０
０
％
を
掲
げ
な

が
ら
、
米
の
生
産
調
整
を
す

る
の
は
大
き
な
矛
盾
が
あ

る
。
長
年
の
減
反
政
策
に

猛
暑
が
重
な
り
コ
メ
不
足

と
米
価
高
騰
を
招
き
、
政

府
が
増
産
を
後
押
し
し
な

け
れ
ば
コ
メ
騒
動
は
収
ま

ら
な
い
。全
国
に
影
響
力
を

持
つ
知
事
は
、
広
い
視
野

で
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

知
事　

生
産
者
も
消
費
者

も
、
納
得
で
き
る
価
格
で

安
定
的
に
供
給
消
費
さ
れ

る
よ
う
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
米
に
関
わ
る

全
て
の
方
々
に
ご
参
画
い

た
だ
き
、
長
野
県
産
米
生

産
流
通
消
費
等
検
討
会
議

を
設
置
し
た
。
来
年
度
予

算
に
向
け
て
検
討
を
深
め
、

重
要
な
課
題
は
国
の
制
度

改
正
も
含
め
て
引
き
続
き

強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

両
角　

小
水
力
発
電
は
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
気

候
変
動
対
策
に
貢
献
す
る

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
昼
夜

問
わ
ず
安
定
供
給
で
き
る

地
域
固
有
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
。
長
野
県
は
適
地
を
多
く

有
し
、
農
業
水
利
施
設
の

活
用
も
進
ん
で
い
る
。
地

域
の
雇
用
創
出
や
収
入
確

保
に
も
繋
が
り
、
導
入
促

進
に
一
層
力
を
入
れ
る
べ

き
。
今
後
の
可
能
性
を
含

め
、
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長　

固
定
価
格
買
取

制
度
を
活
用
し
た
小
水
力

発
電
の
設
置
件
数
は
全
国

１
位
。
従
来
の
取
組
に
加

え
新
た
に
発
電
事
業
者
間

の
懇
話
会
を
設
立
し
、
地

域
内
経
済
循
環
に
資
す
る

優
良
モ
デ
ル
の
創
出
の
取

組
と
と
も
に
、
各
地
で
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
が

設
立
さ
れ
経
営
安
定
を
目

指
す
等
、
小
水
力
発
電
の

普
及
に
取
り
組
む
。

両
角　

現
場
で
は
深
刻
な
医

師
不
足
で
、
過
労
死
ラ
イ
ン

の
２
倍
の
働
き
方
を
認
め

る
よ
う
な
現
状
。
12
県
知
事

に
よ
る
国
に
対
す
る
提
言

の
中
に
「
医
師
の
絶
対
数
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
」
と
あ

る
。
県
内
で
は
木
曽
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
で
医
師
不

足
の
問
題
が
解
決
さ
れ
ず
、

多
く
の
県
民
の
生
命
や
健

康
を
守
る
医
師
の
確
保
が

不
可
欠
な
状
況
。
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

医
学
生
修

学
資
金
の
貸
与
や
医
師
を

派
遣
す
る
医
療
機
関
へ
の
支

援
等
取
組
ん
で
い
る
。
国
が

示
し
た
医
師
偏
在
の
是
正
に

向
け
た
総
合
的
な
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
の
進
展
に
合
わ
せ
、

医
師
派
遣
に
係
る
新
た
な
支

援
も
検
討
し
て
い
く
。

両
角　

突
然
地
域
か
ら
病
院

が
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
り
得
る
状
況
。ま
ず
は

診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
上

げ
を
実
現
さ
せ
、そ
し
て
ド

ク
タ
ー
１
人
育
て
る
の
に
６

年
、10
年
か
か
る
為
、今
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
取
り
組
む

べ
き
。

　

質
問
の
最
後
に
、
田
中
角
栄
さ
ん
の
こ
ろ
に
全
国
に
革
新
自
治
体
が
広
が
り
、

70
歳
か
ら
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
結

び
ま
し
た
。

一般質問（12月３日）

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

11
月
定
例
会
最
終
日
に
、
知
事
か
ら
約
１
０
８
億
円
の
追
加
補
正
。
国
の
動
き
に
合

わ
せ
た
と
は
い
え
、
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
物
価
上
昇
に
苦
し
む
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
現
場
へ
の
支
援
、
異
常
気
象
が
続
く
中
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
エ
ア
コ
ン
設
置
推

進
事
業
が
実
現
す
る
な
ど
、
言
い
続
け
て
き
た
こ
と
に
光
が
当
た
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り

ま
し
た
。
県
議
会
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

委員会で質問（12月8日）

　信毎記事の県立大学こども学科教授の「全
国一律実施は困難で早計。体制が整わない、
現時点では早すぎる」とのコメントや、認定こ
ども園の園長の「保育園の負担が重い」との
説明を紹介。この制度に対する、県の問題意
識と県の立ち位置について質問しました。
　こども若者局長は、「早期から子どもを様々
な面で支援していく必要性が高まっている中
で、国としてひねり出してくくった制度。財源・
人の配置等解決すべき様々な課題がある。子
育て支援というセクションにいる中で、保護

者の負担軽減は非常に大事。国が責任をもっ
てやってほしい部分が多い」との答弁でした。

　物価高騰のもとで経済的困窮が進んでお
り、医療費の窓口負担は受診のハードルを高
くしています。障がい者が、行政に望むこと
の第1位は医療費の負担軽減。安心して医療
にかかれるよう、福祉医療制度のさらなる拡
充が必要です。特に、身体・知的障がい者と
平等になるよう、精神障がい者の助成対象に
１・２級の入院を加えてと質問しました。
　健康福祉政策課長は「過日、福祉医療給

付制度の改善を進める会の要望も両角議員
同席のもと、お受けした。精神障がい区分
の方で入院医療費に差があるのは、大きな
課題で、来年度の制度化も視野に置きなが
ら、解消しなければいけないと考えている」
と答えました。

ご意見・ご要望をお寄せください。
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　静岡県立静岡がんセンターを視察し、がん診療における先端医療、特
に放射線の将来像ついて質問し「全てのがん患者に提供される先端医療
は、支持療法と緩和ケアです」との答弁でした。陽子線治療の特徴を聞
いたところ、小児がんに対し、傷が残らないなど有効との事でした。

県民文化健康福祉委員会視察
▶

 
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　（
10
月
31
日
）

質問を
終えて

■精神障がい者の福祉医療拡大について

■こども誰でも通園制度について

両両
も ろ ず みも ろ ず み

角角友友
と も な りと も な り

成成県議会報告県議会報告
本会議で一般質問を行いました

健康福祉委員会

県民文化委員会

コ
メ
の
増
産
に
つ
い
て

小
水
力
発
電
の
地
域
に

根
ざ
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
に
つ
い
て

医
師
不
足
解
消
に
つ
い
て


